
発
行

  鴨
川

市
議

会
報

編
集

委
員

会
発

行
  鴨

川
市

議
会

報
編

集
委

員
会

〒〒
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w
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a
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o
g
a
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a
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ホ
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ム
ペ
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令
和

4
年

（
２

０
２

2
年

）
令

和
4

年
（

２
０

２
2

年
）

88
月月１

５
１
５

日日

第
7

0
号

第
7

0
号

一
般
質
問
議
員
11
人
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
YouTube）で

録
画
放
映
し
て
い
ま
す
。

「
市
政
を
問
う
」
コ
ー
ナ
ー
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

大
健

闘
の

大
健

闘
の

千
葉
県
準
優
勝
！！

千
葉
県
準
優
勝
！！

長
狭

高
 男

子
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
部

長
狭

高
 男

子
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
部

「
第

7
5

回
　

千
葉

県
高

校
総

体
に

お
い

て
、

堂
々

の
準

優
勝

に
輝

く
！

」
「

第
7

5
回

　
千

葉
県

高
校

総
体

に
お

い
て

、
堂

々
の

準
優

勝
に

輝
く

！
」

写
真
：
決
勝
戦
　
対
市
立
船
橋
　
ゴ
ー
ル
へ
攻
め
込
む
長
狭
の
様
子

写
真
：
決
勝
戦
　
対
市
立
船
橋
　
ゴ
ー
ル
へ
攻
め
込
む
長
狭
の
様
子

マ
チ
を
好
き
に
な
る
ア
プ
リ

※
広
報
紙
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

　
　

  第
２

回
定

例
会

の
主

な
内

容

○
議

会
の

新
体

制
ス

タ
ー

ト
‥

‥
２

○
議

案
質

疑
‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
５

○
常

任
委

員
会

の
審

査
内

容
‥

‥
8

○
一

般
質

問
‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
1

1
○

議
決

結
果

・
賛

否
の

公
表

‥
‥

1
7

○
中

学
生

だ
よ

り
‥

‥
‥

‥
‥

‥
1

8

か
も

が
わ

か
も

が
わ

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り
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議　長に 佐々木　久之 議員

副議長に 川股　盛二 議員を選任
議
　
長　
佐さ

さ

き
々
木
　
久ひ
さ
ゆ
き之

　

市
民
の
皆
様
に
は
日
ご
ろ
か

ら
市
議
会
の
活
動
に
対
し
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
２
回
（
６
月
）

定
例
会
に
お
き
ま
し
て
議
長
な

ら
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
職
責
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
第
１
例
目
の
感
染
が
報
告

を
さ
れ
て
か
ら
２
年
半
が
経
過

し
、
我
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
も

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
経
済
的
に
も
大
変
厳
し

い
状
況
と
な
り
市
民
の
代
表
者

と
し
て
議
会
の
果
た
す
べ
き
役

割
は
益
々
大
き
く
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
鴨
川
市
と
し
て
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
、

経
済
振
興
な
ど
様
々
な
課
題
に

対
し
て
も
真
剣
に
議
論
し
、
お

互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
政
策
立

案
に
繋
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
所
信
表
明

の
中
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
議
会
改
革
の
取

り
組
み
は
、
こ
れ
を
や
っ
た
ら

終
わ
り
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
議
会
の
活
性
化
、
す

な
わ
ち
我
々
の
意
識
改
革
で
も

あ
り
ま
す
。
市
民
の
信
頼
を
得

る
た
め
に
皆
様
方
の
多
様
な
意

見
を
反
映
し
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
、
そ
し
て
、
議
会
改
革

を
早
急
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

近
年
の
自
然
災
害
や
感
染
症
対

策
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
私
の
任
期
中
に
前
議
長

が
進
め
て
お
り
ま
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
す
る
た
め
の
環
境
整
備

を
引
継
ぎ
、
具
現
化
に
向
け
、

そ
の
取
り
組
み
を
完
結
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
市
民
の
皆

様
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
開
か
れ
た
秩
序
あ
る
議

会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
、
今
後
と
も
市
議
会
に

対
し
ま
し
て
よ
り
一
層
の
ご
指

導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
議
長　
川か
わ
ま
た股

　
盛せ
い
じ二

総務常任委員会委員長、
議会運営委員会副委員長
などを歴任

建設経済常任委員会委員
長、決算常任委員会副委
員長などを歴任

就
任
の
あ
い
さ
つ

就
任
の
あ
い
さ
つ

新たな体制で改革へ！！新たな体制で改革へ！！変化する時代に対応すべく、変化する時代に対応すべく、
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変化する時代に対応すべく、変化する時代に対応すべく、
５月 22 日の市議会議員選挙で、新しい１８名の議員が決まりました。
定例会で決まった議席順に紹介します。　　　　　（６月 10 日現在）

議席番号１
福
ふくおか
岡　梓

あずさ
（44歳）

無所属
釜沼 914

議席番号４
高
たかはし
橋　和

かず お
夫（67歳）

無所属
八色 954-4

議席番号６
秋
あきやま
山　貢

こうすけ
輔（46歳）

無所属
内浦 1323-5

議席番号16
福
ふくはら
原　三

み え こ
枝子（68歳）

公明党
西町 216-3

議席番号17
庄
しょうじ
司　朋

とも よ
代（61歳）

無所属　
横渚 691

議席番号18
鈴
すず き
木　美

よしかず
一（71歳）

無所属
成川 804

議席番号11
佐
さと う
藤　和

かずゆき
幸（39歳）

無所属
天津 1790-7

議席番号２
石
いしかわ
川　弘

ひ ろ み
白三（56歳）

無所属
八色 377

議席番号３
入
いり え
江　裕

ゆういち
一（56歳）

無所属
上小原 108

議席番号５
藤
ふじもと
本　省

せいゆき
幸（67歳）

日本共産党
代 851-1

議席番号８
松
まつ い
井　寛

ひろのり
徳（61歳）

無所属
大里 608-1

議席番号10
杉
すぎ た
田　至

いたる
（63歳）

無所属
和泉 104-2

議席番号９
本
もと
吉
よし
　正

まさかず
和（63歳）

無所属
貝渚 2796

議席番号７
長
は せ が わ
谷川　倫

ともひで
秀（50歳）

無所属
代 1235

議席番号12
佐
さ さ き
々木　久

ひさゆき
之（52歳）

無所属
太海 94-2

議席番号13
川
かわまた
股　盛

せい じ
二（56歳）

無所属
畑 1188-1

議席番号14
川
かわさき
﨑　浩

ひろゆき
之（61歳）

無所属
佐野 126

議席番号15
佐
さ く ま
久間　章

あきら
（66歳）

無所属
横尾 458
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決算常任委員会 予算常任委員会

議会運営委員会 文教厚生常任委員会 建設経済常任委員会 総務常任委員会

　

５
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総

会
に
お
い
て
、
市
政
の
振
興

と
地
方
自
治
の
発
展
に
つ
く

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
本
市

議
会
か
ら
庄
司
朋
代
議
員
が
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
正
副
議
長
表
彰

	
（
正
副
議
長
４
年
以
上
）

　
　
　

庄
司　

朋
代　

議
員

　

現
在
の
会
派
お
よ
び
党
派

の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
か
も
が
わ
倶
楽
部
（
く
ら
ぶ
）

　

会
派
長　

庄
司　

朋
代

　

幹
事
長　

秋
山　

貢
輔

　

庶　

務　

長
谷
川　

倫
秀

　

会　

計　

石
川　

弘
白
三

（
６
月
７
日
結
成
）

◆
自
由
民
主
至
誠
会

　
　
（
じ
ゆ
う
み
ん
し
ゅ
し
せ
い
か
い
）

　

会　

長　

川
股　

盛
二

　

幹
事
長　

佐
久
間　

章

（
６
月
17
日
結
成
）

◆
明
政
会
（
め
い
せ
い
か
い
）

　

会　

長　

川
﨑　

浩
之

　

幹
事
長　

松
井　

寛
徳

　

会　

計　

高
橋　

和
夫

　

会　

員　

佐
々
木　

久
之

（
６
月
23
日
結
成
）

◆
公　
明　
党福

原　

三
枝
子

◆
日
本
共
産
党　藤

本　

省
幸　

各委員会委員・一部事務組合議会議員の紹介各委員会委員・一部事務組合議会議員の紹介

◎　福原　三枝子
○　佐久間　章
　　鈴木　美一
　　庄司　朋代
　　佐藤　和幸
　　石川　弘白三

◎ 委員長　○ 副委員長

◎　松井　寛徳
○　秋山　貢輔
　　佐々木　久之
　　杉田　至
　　藤本　省幸
　　入江　裕一

◎　本吉　正和
○　川﨑　浩之
　　川股　盛二
　　長谷川　倫秀
　　高橋　和夫
　　福岡　梓

◎　川﨑　浩之
○　佐久間　章
　　庄司　朋代
　　福原　三枝子
　　杉田　至
　　本吉　正和
　　松井　寛徳

◎　杉田　至
○　秋山　貢輔
　　鈴木　美一
　　福原　三枝子
　　佐々木　久之
　　本吉　正和
　　高橋　和夫
　　入江　裕一
　　石川　弘白三

◎　庄司　朋代
○　佐藤　和幸
　　佐久間　章
　　川﨑　浩之
　　川股　盛二
　　松井　寛徳
　　長谷川　倫秀
　　藤本　省幸
　　福岡　梓

議会報編集委員会 道路問題調査特別委員会広域行政調査特別委員会
◎　庄司　朋代
○　福岡　梓
　　川股　盛二
　　佐々木　久之
　　藤本　省幸
　　高橋　和夫
　　入江　裕一
　　石川　弘白三

◎　長谷川　倫秀
○　鈴木　美一
　　川﨑　浩之
　　本吉　正和
　　松井　寛徳
　　秋山　貢輔
　　藤本　省幸
　　入江　裕一

◎　佐藤　和幸
○　福原　三枝子
　　庄司　朋代
　　佐久間　章
　　杉田　至
　　高橋　和夫
　　石川　弘白三
　　福岡　梓

表　
　
　

彰

会
派･

党
派

　

議
会
が
選
出
す
る
監
査
委

員
と
し
て
、
次
の
議
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

	

鈴
木　

美
一

議
会
選
出
の
監
査
委
員

　

次
の
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

	

川
股　

盛
二

　

次
の
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

	

庄
司　

朋
代　

	

佐
々
木　

久
之

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員（
定
数
１
）

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
議
会
議
員（
定
数
２
）

▼
一
般
表
彰

	

（
議
員
15
年
以
上
）

　
　
　

庄
司　

朋
代　

議
員
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市
議
会
議
員
選
挙
後
の
初
議
会
と
な
っ
た
、
令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月

10
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
10
議
案
と
議
員
提
出
の
４
件
の
発
議

案
を
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
３
件
を

審
査
し
た
結
果
、
採
択
２
件
、
不
採
択
１
件
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
15
日
・
16
日
・
17
日
に
は
、
11
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
関
す
る

一般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
20
日
お
よ
び
30
日
に
は
、
杉
田
至
議
員
・
本
吉
正
和
議
員
・
川
﨑
浩

之
議
員
・
藤
本
省
幸
議
員
・
長
谷
川
倫
秀
議
員
・
佐
久
間
章
議
員
・
佐
藤
和
幸
議
員

が
議
案
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

6月定例会議
案
に
対
す
る
質
疑

◎
議
案
第
22
号　
鴨
川
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

問　
県
が
実
施
す
る
国
民
健

康
保
険
事
業
の
事
業
実
績
と

そ
の
概
要
は
。

　
　

国
民
健
康
保
険
は
県
が

保
険
者
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
県
は
市
の
納
付

金
や
国
の
交
付
金
等
を
原
資

に
、
市
の
必
要
と
す
る
保
険

給
付
費
を
全
額
支
払
っ
て
い

る
。
令
和
２
年
度
千
葉
県
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
決

算
は
、
２
２
６
億
３
１
４
４

万
４
０
０
０
円
の
黒
字
で
あ

る
。

問　
黒
字
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
地
方
税
法
施
行
令

の
改
正
に
至
っ
た
そ
の
背
景

と
趣
旨
は
。

　

被
用
者
保
険
で
は
、
最

高
等
級
の
標
準
報
酬
月
額
の

被
保
険
者
数
の
割
合
を
１
・

５
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
と
し
て

い
る
。
国
は
保
険
者
種
別

間
で
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
も
、

課
税
限
度
額
世
帯
の
割
合
を

段
階
的
に
1
・
5
パ
ー
セ
ン

ト
以
内
程
度
に
収
め
て
い
く
。

問　
こ
の
課
税
限
度
額
の
引

上
げ
に
よ
り
、
市
に
お
い
て

ど
の
程
度
の
増
収
見
込
み
に

な
る
の
か
。
ま
た
、
税
の
増

収
が
見
込
ま
れ
る
の
に
条
例

改
正
後
に
補
正
予
算
を
編
成

し
な
い
理
由
は
。

　

約
１
３
６
万
円
の
増
収

が
見
込
ま
れ
る
。
現
時
点
で

は
調
定
額
が
不
確
定
な
た
め

９
月
定
例
会
に
補
正
予
算
の

上
程
を
予
定
し
て
い
る
。

◎
議
案
第
23
号　
令
和
４
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

問　
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
の
支
給
対
象
者

は
家
計
が
急
変
し
た
も
の
と

あ
る
が
、
そ
の
証
明
は
。
ま

た
給
付
金
対
象
と
な
る
年
間

収
入
見
込
額
は
。

　

申
請
者
の
任
意
の
1
か

月
の
収
入
が
分
か
る
も
の
を

基
に
審
査
す
る
。
給
付
金
対

象
と
な
る
年
間
収
入
見
込
額

は
、
ひ
と
り
親
世
帯
は
３
６

５
万
円
未
満
。
ひ
と
り
親
世

帯
以
外
は
、
１
６
８
万
円
未

満
で
あ
れ
ば
家
計
急
変
者
と

認
定
す
る
。

問　
令
和
５
年
２
月
末
ま
で

に
生
ま
れ
た
新
生
児
も
対
象

だ
が
、
な
ぜ
３
月
末
で
は
な

い
の
か
。
ま
た
本
給
付
金
の

受
け
取
り
に
関
し
て
、
養
育

者
が
転
出
転
入
に
際
し
て
の

チ
ェ
ッ
ク
は
。

　

今
般
の
給
付
金
に
つ
い

て
は
国
の
予
算
執
行
上
、
年

度
内
に
支
給
す
る
必
要
が
あ

り
、
国
か
ら
令
和
５
年
２
月

ま
で
と
示
さ
れ
た
。
未
受
給

や
二
重
支
給
が
な
い
よ
う
福

祉
総
合
シ
ス
テ
ム
で
管
理
す

る
。
転
入
転
出
に
際
し
て
は

他
市
町
村
と
も
連
絡
を
と
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
接
種
状
況
は
。

　

12
歳
以
上
の
全
体
の
接

種
率
は
1
回
目
89
・
69
パ
ー

セ
ン
ト
、
２
回
目
89
・
42
パ

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
1414
議
案
を
可
決

・
承
認
・
同
意

議
案
を
可
決

・
承
認
・
同
意
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肉
用
牛
の
飼
料
の
給
与
量
は

乳
用
牛
の
３
割
か
ら
４
割
程

度
と
の
助
言
が
あ
り
、
１
頭

当
た
り
４
０
０
０
円
と
し
た
。

問　
近
隣
市
町
村
の
支
援
動

向
や
県
の
支
援
に
つ
い
て
。

　

館
山
市
で
は
乳
用
牛
１

頭
当
た
り
７
５
０
０
円
、
肉

用
牛
１
頭
当
た
り
２
５
０
０

円
、
そ
れ
ぞ
れ
10
頭
単
位
で

支
給
を
予
定
し
て
い
る
。
他

の
近
隣
3
市
1
町
で
は
検
討

中
と
の
こ
と
。
千
葉
県
で
は
、

乳
用
牛
１
頭
当
た
り
５
０
０

０
円
、
肉
用
牛
１
頭
当
た
り

１
０
０
０
円
を
補
助
す
る
ほ

か
、
配
合
飼
料
の
購
入
に
つ

い
て
、
臨
時
的
な
支
援
金
の

給
付
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
農
林
業
臨
時
支
援
金
２

０
０
０
万
円
の
制
度
設
計
に

つ
い
て
。

　

本
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
原
油
価
格
や
物
価

の
高
騰
等
の
影
響
を
受
け
収

益
等
が
減
少
し
、
経
営
の
安

定
に
支
障
が
生
じ
た
農
林
業

者
に
対
し
支
援
金
を
給
付
す

る
も
の
。
交
付
額
は
10
万
円

で
１
経
営
体
に
つ
き
１
回
の

交
付
。
申
請
見
込
み
件
数
は
、

昨
年
度
の
農
林
業
一
時
支
援

金
の
交
付
実
績
を
考
慮
し
、

２
０
０
件
を
想
定
し
て
い
る
。

問　

肥
料
価
格
が
高
騰
し
、

今
後
も
値
上
げ
が
推
測
さ
れ

る
中
で
、
肥
料
に
対
す
る
制

度
設
計
が
入
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
Ｊ
Ａ
安
房
管

内
の
他
市
町
村
と
歩
調
を
合

わ
せ
る
よ
う
な
検
討
の
用
意

問

の
積
算
根
拠
と
関
係
諸
団
体

等
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容
に

つ
い
て
。

　

乳
用
牛
に
つ
い
て
は
、

嶺
岡
乳
牛
研
究
所
よ
り
、
飼

料
価
格
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
を
受
け
、
酪
農
会
と
協
議

の
う
え
１
頭
当
た
り
１
万
円

と
決
め
た
。
肉
用
牛
に
つ
い

て
は
、
嶺
岡
乳
牛
研
究
所
お

よ
び
南
部
家
畜
保
健
所
よ
り

ー
セ
ン
ト
、
３
回
目
76
・
38

パ
ー
セ
ン
ト
（
令
和
4
年
6

月
19
日
現
在)

。
６
月
16
日

時
点
の
全
国
は
60
・
8
パ
ー

セ
ン
ト
、
千
葉
県
は
61
・
7

パ
ー
セ
ン
ト
で
本
市
が
15
パ

ー
セ
ン
ト
ほ
ど
上
回
っ
て
い

る
。

問　
現
時
点
で
副
反
応
は
ど

れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
、
ま
た

重
い
副
反
応
が
あ
っ
た
の
か
。

　

１
回
目
と
２
回
目
の
集

団
接
種
で
は
、
医
師
に
よ
る

応
急
治
療
体
制
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
気
分
が
悪
く
な

っ
た
り
血
圧
の
低
下
や
脈
拍

の
減
少
な
ど
の
方
が
２
名
い

た
が
、
そ
の
後
の
問
題
は
な

か
っ
た
。
現
在
、
３
回
目
の

接
種
を
実
施
し
て
い
る
が
市

へ
の
副
反
応
に
係
る
相
談
や

問
合
せ
件
数
は
１
週
間
に
１

〜
２
件
で
、
重
篤
な
副
反
応

の
報
告
は
な
い
。
引
き
続
き

丁
寧
に
説
明
を
し
な
が
ら
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
。

問　
３
回
目
は
そ
れ
以
前
よ

り
接
種
率
が
低
い
が
、
４
回

目
接
種
の
周
知
方
法
は
。

　

４
回
目
接
種
は
重
症
化

予
防
を
目
的
に
、
３
回
目
接

種
完
了
か
ら
５
か
月
の
間
隔

を
あ
け
て
、
市
内
７
医
療
機

関
で
実
施
す
る
。
接
種
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
広
報
か
も

が
わ
や
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
鴨

川
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
、
鴨
川
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

の
世
帯
へ
の
訪
問
活
動
の
際
、

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

周
知
等
を
お
願
い
し
て
い
る
。

◎
議
案
第
24
号　
鴨
川
市
職

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

問　
会
計
年
度
任
用
職
員
数

と
産
前
産
後
休
暇
の
日
数
に

つ
い
て
。

　

職
員
数
は
３
３
１
人
で

あ
り
、
産
前
休
暇
は
出
産
予

定
日
の
６
週
間
前
か
ら
、
産

後
休
暇
は
出
産
日
の
翌
日
か

ら
８
週
間
。

◎
議
案
第
27
号　
令
和
４
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

問　
飼
料
高
騰
緊
急
支
援
金

市内の畜産農家の牛舎の様子市内の畜産農家の牛舎の様子
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い
て
は
深
刻
な
問
題
と
捉
え
、

今
後
に
つ
い
て
も
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
鴨
川
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
そ
し
て
保

護
者
に
な
る
べ
く
負
担
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

◎
陳
情
第
１
号　
オ
オ
ス
ズ

メ
バ
チ
駆
除
費
用
の
補
助
制

度
等
の
制
定
に
関
す
る
陳
情

賛
成　
佐
久
間　
章　
議
員

　

蜂
に
刺
さ
れ
る
事
故
は
全

国
的
に
起
き
て
お
り
、
時
に

死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
非
常

に
危
険
な
も
の
で
あ
る
。
日

本
で
蜂
に
刺
さ
れ
亡
く
な
る

方
は
、
平
成
元
年
か
ら
平
成

29
年
ま
で
の
30
年
間
で
７
４

６
人
、
年
平
均
約
25
人
で
あ

り
、
野
外
活
動
で
は
蜂
に
刺

さ
れ
死
亡
す
る
事
故
が一
番

多
い
。
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
の
審
査
で
は
、
委
員
の

皆
さ
ん
は
、
ご
自
身
の
経
験

や
、
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
に
限
定

す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
な
ど
、

を
基
に
積
算
し
、
本
年
度
の

予
算
を
計
上
し
た
。
本
年
度

の
係
る
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

補
正
の
必
要
性
が
あ
る
も
の

と
考
え
る
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
メ

ニ
ュ
ー
や
レ
シ
ピ
な
ど
を
栄

養
教
諭
が
無
駄
の
な
い
よ
う

考
え
、
業
務
に
当
た
っ
て
い

る
。
今
回
の
物
価
高
騰
に
つ

は
あ
る
の
か
。

　

本
事
業
は
、
肥
料
価
格

高
騰
に
よ
り
令
和
４
年
中
に

収
益
が
減
少
し
た
事
業
者
に

つ
い
て
は
対
象
に
な
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
他
に

も
幅
広
く
支
援
を
す
る
も
の

で
、
商
工
業
者
や
漁
業
者
に

対
し
て
も
同
様
の
制
度
を
設

け
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
安
房
よ
り

具
体
的
な
要
望
を
も
ら
う
予

定
も
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え

千
葉
県
、
安
房
３
市
１
町
の

状
況
な
ど
も
勘
案
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

　
　
農
業
・
畜
産
・
水
産
の

各
振
興
事
業
（
新
型
コ
ロ
ナ

対
策)

の
周
知
方
法
に
つ
い

て
。

問

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
も
同
様
の
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
昨
年
同
様

に
、
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
、
観
光
団
体
等
を
は

じ
め
周
知
に
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。
農
林
業
者
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ａ
安
房
を
通
じ
た

周
知
、
あ
る
い
は
農
家
組
合

長
を
は
じ
め
、
各
農
家
に
連

絡
や
周
知
が
行
き
渡
る
よ
う

に
し
、
漁
業
者
に
つ
い
て
は
、

漁
協
を
通
じ
周
知
徹
底
を
図

り
た
い
。

問　
給
食
事
業
に
係
る
補
正

予
算
は
、
食
材
原
料
の
値
上

が
り
、
原
油
高
や
円
高
に
よ

る
輸
送
コ
ス
ト
な
ど
に
起
因

す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
今

後
の
給
食
の
質
を
維
持
す
る

た
め
に
、
今
回
の
補
正
額
で

十
分
対
応
で
き
る
の
か
。

　

現
在
の
食
材
料
価
格
と

今
後
の
さ
ら
な
る
価
格
上
昇

を
見
越
し
、
現
在
の
質
を
維

持
す
る
た
め
の
年
間
所
要
見

込
額
を
算
出
し
た
。
し
か
し

今
後
の
物
価
高
騰
が
不
透
明

で
あ
り
、
見
込
額
を
超
え
る

よ
う
な
食
材
料
の
値
上
げ
が

あ
っ
た
場
合
は
追
加
の
補
正

予
算
で
対
応
し
た
い
。

問　
今
回
は
給
食
事
業
の
う

ち
需
用
費
の
み
の
補
正
だ
が
、

給
食
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
費

は
、
現
時
点
で
補
正
の
必
要

が
な
い
の
か
。
今
後
の
見
通

し
は
。

　

電
気
代
や
燃
料
費
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

本市の学校給食センターの調理中の様子本市の学校給食センターの調理中の様子
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で
の
交
付
件
数
は
1
万
２
３

１
０
件
、
交
付
率
は
38
・
1

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
今
後

は
、
市
内
の
公
民
館
や
事
業

所
等
へ
出
向
い
た
交
付
申
請

の
受
付
な
ど
、
積
極
的
に
取

り
組
み
た
い
。
な
お
、
国
は

令
和
4
年
度
末
ま
で
に
交
付

率
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
を
目

指
し
て
い
る
。

問　
集
会
施
設
等
整
備
支
援

事
業
、
１
１
０
万
円
の
概
要

は
。　（

一
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品

や
集
会
施
設
の
整
備
等
に

対
し
て
助
成
を
行
う
も
の
で
、

今
回
は
、
浜
荻
地
区
の
東
町

町
内
会
か
ら
の
申
請
を
採
択

し
た
。

　
　

本
市
に
は
乳
用
牛
又

は
肉
用
牛
を
飼
養
す
る
畜
産

業
者
は
ど
の
程
度
い
る
の
か
。

　

乳
用
牛
が
18
名
、
肉
用

牛
が
7
名
、
両
方
の
飼
養
が

4
名
で
、
合
計
29
名
で
あ
る
。

問　
中
小
企
業
等
事
業
回
復

支
援
金
の
８
１
０
０
万
円
に

つ
い
て
、
対
象
見
込
み
事
業

者
数
の
積
算
根
拠
は
。

　

令
和
２
年
度
に
実
施
し

た
中
小
企
業
再
建
支
援
金
の

交
付
実
績
、
お
よ
び
令
和
３

年
度
に
実
施
し
た
中
小
企
業

等
事
業
継
続
支
援
金
の
交
付

実
績
か
ら
、
中
小
企
業
者
を

１
９
０
件
、
個
人
事
業
者
に

つ
い
て
は
４
３
０
件
と
見
込

ん
だ
。

問　
企
業
が
牛
を
飼
養
し
て

い
る
場
合
、
畜
産
振
興
支
援

金
と
中
小
企
業
等
支
援
金
の

併
給
は
可
能
か
。

　

農
林
水
産
事
業
者
は
、

中
小
企
業
等
支
援
金
の
支
援

対
象
か
ら
除
い
て
い
る
た
め
、

そ
の
併
給
は
で
き
な
い
。

問

苦
悩
の
結
果
、
不
採
択
を
選

択
し
た
も
の
と
思
料
す
る
が
、

市
民
の
生
命
を
守
る
こ
と
を

第
一
に
考
え
た
場
合
、
対
応

の
責
任
の
所
在
を
押
し
つ
け

合
う
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は

緊
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
危
険
の
除
去

で
あ
る
。

　

陳
情
の
趣
旨
は
補
助
金
制

度
の
検
討
で
あ
り
、
有
害
鳥

獣
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
額
の

経
費
を
費
や
し
て
い
る
。
危

険
生
物
の
定
義
を
しっ
か
り
行

い
、
自
助
・
共
助
・
公
共
性
・

公
益
性
を
踏
ま
え
検
討
す
る

べ
き
と
考
え
、
本
陳
情
に
賛

成
す
る
。

反
対　
杉
田　
至　
議
員

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

の
審
査
結
果
を
支
持
す
る
が
、

そ
の
理
由
は
、
駆
除
費
用
の

補
助
対
象
が
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ

に
限
定
的
で
あ
る
た
め
で
あ

る
。　

　
む
し
ろ
、
そ
の
他
の
ス
ズ
メ

バ
チ
を
は
じ
め
、
人
間
の
身

体
・
生
命
に
危
害
を
及
ぼ
す

昆
虫
や
爬
虫
類
等
の
駆
除
に

ま
で
、
そ
の
対
象
範
囲
を
拡

大
し
、
制
度
化
に
向
け
た
調

査
・
研
究
を
推
進
す
べ
き
と

考
え
る
。
蜂
類
の
駆
除
費
用

の
補
助
に
つ
い
て
、
近
隣
市
町

村
で
制
度
化
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
無
い
と
の
こ
と
だ
が
、
全
国

的
に
は
相
応
の
市
町
村
で
制

度
化
さ
れ
て
い
る
。
近
隣
市

町
村
に
は
な
い
、
先
進
性
や

優
位
性
を
持
っ
た
施
策
を
検

討
・
精
査
し
、
こ
れ
を
速
や

か
に
実
施
す
る
こ
と
も
、
行

政
運
営
に
対
す
る
信
頼
と
安

心
を
確
保
す
る
も
の
の
一
つ

と
考
え
る
。

　
な
お
、
陳
情
の
審
査
は
、
そ

の
趣
旨
、
願
意
を
形
式
的
に

も
実
質
的
に
も
正
確
か
つ
客

観
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
付
言
し
、
反

対
と
す
る
。

賛
成　
鈴
木　
美
一　
議
員

　

皆
さ
ん
生
活
環
境
の
中
で

蜂
に
巣
を
つ
く
ら
れ
て
困
っ
た

こ
と
が
あ
る
は
ず
、
蜂
に
刺

さ
れ
て
誰
か
亡
く
な
っ
て
か
ら

で
は
遅
い
。
こ
の
機
会
に
制

度
を
つ
く
る
べ
き
と
考
え
、
本

陳
情
に
賛
成
す
る
。

常任委員会の
審査内容

　各常任委員会に付託された議案等
の審査内容の主なものを掲載します。

予
算
常
任
委
員
会

◎
議
案
第
27
号　

令
和
4
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

問　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業

費
国
庫
補
助
金
、
１
９
９
万

６
０
０
０
円
の
内
容
と
使
途

は
。　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
や
消
費
喚
起
な
ど
を

目
的
に
交
付
さ
れ
、
地
域
情

報
化
推
進
事
業
に
充
当
さ
れ

る
。
補
助
率
は
10
分
の
10
で

あ
る
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
登
録
状
況
と
今
後
の
普
及

促
進
へ
の
取
り
組
み
は
。

　
令
和
4
年
4
月
末
時
点

9月末までにマイナンバーカードを申請した方対象9月末までにマイナンバーカードを申請した方対象
最大最大20,00020,000円分の円分の

マイナポイントマイナポイントがもらえます !がもらえます !



〔 9 〕  かもがわ議会だより　令和 4 年（2022 年）8 月 15 日 No.70

総
務
常
任
委
員
会

◎
議
案
第
24
号　
鴨
川
市
職

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

問　
妊
娠
、
出
産
の
申
し
出

が
あ
っ
た
場
合
ど
う
す
る
の

か
。　

育
児
休
業
の
制
度
全
般
、

育
児
休
業
手
当
金
の
給
付
、

社
会
保
険
料
の
取
り
扱
い
な

ど
に
つ
い
て
、
対
面
・
電
話

双
方
で
対
応
し
、
必
要
な
書

類
も
交
付
す
る
。

問　
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
。

　

新
規
採
用
時
に
研
修

の
中
で
説
明
し
て
い
る
。
ま

た
、
希
望
す
る
期
間
の
育
児

休
業
の
請
求
が
で
き
る
よ
う

に
、
配
慮
す
る
。

問　
育
児
休
業
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
職
員
や
所
属
長
へ
の
研

修
は
。

　

職
場
の
雰
囲
気
づ
く

り
に
は
、
管
理
職
職
員
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
で
あ
る
。

本
年
度
か
ら
、
課
長
お
よ
び

課
長
補
佐
が
、
そ
の
た
め
の

研
修
を
順
次
、
受
講
し
て
い

る
。
数
年
で
全
管
理
職
が
受

講
す
る
計
画
で
あ
る
。

◎
議
案
第
25
条　
鴨
川
市
税

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　
登
記
所
に
対
し
て
登
記

名
義
人
が
Ｄ
Ⅴ
の
被
害
者
等

で
あ
る
と
い
う
旨
の
申
し
出

を
行
っ
た
場
合
、
市
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
に
情
報
提
供

さ
れ
る
の
か
。

　

所
有
権
移
転
等
の
不

動
産
登
記
が
行
わ
れ
た
場
合
、

令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
は
、

現
在
の
通
知
事
項
に
Ｄ
Ｖ
被

害
者
等
の
住
所
に
代
わ
る
事

項
が
追
加
さ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

問　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
に
か
か

る
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲

覧
、
又
は
証
明
書
を
交
付
す

る
場
合
、
必
要
な
措
置
を
講

じ
て
当
該
住
所
に
代
わ
る
事

項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
あ
る
が
、
当
該
住
所

に
代
わ
る
事
項
と
は
。

　

現
時
点
で
は
、
住
所
の

マ
ス
キ
ン
グ
や
Ｄ
Ｖ
被
害
者

等
か
ら
の
申
し
出
の
あ
っ
た

住
所
等
を
記
載
す
る
こ
と
な

ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
令

和
6
年
4
月
1
日
の
施
行

日
ま
で
に
総
務
省
令
に
よ
り
、

具
体
的
な
支
援
措
置
が
規
定

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

◎
陳
情
第
１
号　
オ
オ
ス
ズ

メ
バ
チ
駆
除
費
用
の
補
助
制

度
等
の
制
定
に
関
す
る
陳
情

問　
自
分
の
経
験
か
ら
、
学

校
で
子
ど
も
達
と
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
し
て
い
た
時
は
、
オ

オ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除

は
、
教
育
委
員
会
が
対
応
し

て
く
れ
た
が
、
日
常
生
活
で

危
険
が
あ
る
場
合
、
担
当
課

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

い
る
の
か
。

　

巣
の
駆
除
に
つ
い
て
、

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合

は
、
駆
除
業
者
の
案
内
を
し

て
い
る
。
空
家
等
に
つ
い
て

は
、
現
地
確
認
を
し
た
上
で
、

所
有
者
に
状
況
写
真
等
を
郵

送
し
、
駆
除
業
者
へ
の
連
絡

を
依
頼
し
て
い
る
。

問　
近
隣
市
町
村
で
補
助
金

を
出
し
て
い
る
の
は
。

　

補
助
金
を
出
し
て
い

る
の
は
、
県
内
54
市
町
村
の

う
ち
、
成
田
市
と
印
西
市
の

２
市
の
み
で
あ
り
、
本
市
と

同
じ
よ
う
な
立
地
条
件
の
安

房
・
君
津
・
夷
隅
地
域
の
自

治
体
で
は
、
補
助
は
し
て
い

な
い
。
本
市
で
は
、
ス
ズ
メ

バ
チ
以
外
の
害
虫
や
獣
害
等

へ
の
対
応
と
同
様
に
管
理
者

の
責
務
と
し
て
、
自
助
・
共

助
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
高
額
と
な
る
駆
除
費
用

に
対
し
、
市
と
し
て
何
か
別

の
ア
イ
デ
ア
は
あ
る
の
か
。

　
ス
ズ
メ
バ
チ
の
危
険
性

に
つ
い
て
、
改
め
て
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
啓
発
や
駆

除
の
方
法
な
ど
、
周
知
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

反
対
討
論　

本
市
居
住
の
市

民
か
ら
、
市
民
生
活
の
安
全・

安
心
の
観
点
か
ら
補
助
制
度

を
望
む
声
を
市
議
会
に
届
け

た
い
と
の
思
い
か
ら
提
出
さ

れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
種
多

様
の
害
虫
駆
除
に
対
す
る
補

助
制
度
を
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ

に
限
定
す
る
こ
と
は
、
適
当

問

で
な
い
こ
と
。
補
助
制
度
の

実
施
は
、
県
内
で
は
２
市
の

み
で
あ
り
、
近
隣
市
町
村
で

は
、
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
。

　

自
ら
の
居
住
範
囲
は
、
自

ら
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
が
、

地
域
の
中
で
対
応
す
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

公
共
施
設
は
、
今
後
も
行
政

が
対
応
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
そ
の
う
え
で
今
後
、
行

政
は
補
助
制
度
の
創
設
で
は

な
く
、
市
民
か
ら
の
相
談
体

制
・
情
報
提
供
・
駆
除
困
難

ケ
ー
ス
等
で
の
関
連
機
関
と

連
携
し
た
対
応
な
ど
、
害
虫

駆
除
等
に
関
す
る
体
制
づ
く

り
に
よ
り
市
民
へ
の
対
応
を

図
る
こ
と
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
十

分
に
趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
、

反
対
で
あ
る
。
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ハチを見かけたら

通学路や公共施設等にできた
ハチの巣については、行政へ！

初夏から秋にかけてハチの活動が活発になります！ 
４月から６月頃には女王バチが単独で巣を作りはじめます。

〈お問い合わせ〉鴨川市市民福祉部環境課 04‐7093‐7838
スズメバチ スズメバチの巣（初期） スズメバチの巣

●家庭での駆除方法●
アシナガバチ等について
　アシナガバチ等の蜂の数も少な
く、巣も小さいものであれば、刺さ
れない様に帽子・露出の少ない服を
着た上で市販の蜂用殺虫剤で蜂を
駆除した後、棒等で巣をつつき落と
します。
　ポイントとして、暗くなると蜂の活
動がおとなしくなるので、なるべく暗
くなってからの方が安全です。また、
毒針が出ていることがありますので、
蜂の死骸と巣を片付ける際は絶対に
素手では触らないようにしてくださ
い。
スズメバチについて
　スズメバチを誘引し駆除するペッ
トボトルを利用したトラップが駆除に
有効です。

（酒：酢：砂糖を２：１：１の割合で
混合した誘引剤を上部に２～４箇所
穴を開けたペットボ
トルに入れて吊る
す）
　トラップの作り方
は、市ホームペー
ジをご覧いただく
か、環境課でお教
えしますので、お気
軽にご相談くださ
い。

・巣を見つけたら巣に近づかない。 
・巣の近くで大声や大きな音を出したり大きな動きをしない。
・巣を揺すって刺激したり棒や石でいたずらをしない。
・横の動きに敏感に反応するので、ハチが寄ってきたり巣を見つけたら、ハチを手

で払ったり急に向きを変えるような動きをせず、静かに後ずさりして離れる。 
・黒色に対して攻撃する習性があるので、黒色系の服装に注意する。頭に気をつけ

て白色系の帽子をかぶる。長袖の服を着るなど露出部分を少なくする。
・香水や整髪料など化粧品の香りに反応するので注意する。
・日常生活の範囲に巣を見つけたら巣が小さい早い時期に駆除する。
・夏から秋のハチの活動が活発な時期に雑木林や山に入るときはハチがい

ないか気を配り、不用意に巣に近づいてしまわないように注意する。
・室内や車内にハチが入ったときは明るい方の窓を開けて静かに出て行くのを待つ。
ハチが単独行動しているときは、そっとしておけばほとんど人を刺すような事は無
いので、追いかけ回したり刺激しないようにする。

ハチの巣の駆除の必要性について
　ハチは毒を持った虫ですが、花粉を媒介する、害虫等の虫を捕食するといった自然界で重要な役割を持っていま
す。ハチが人を刺すのは、巣が危険にさらされたとハチが判断した場合と、ハチに触れる等して直接刺激した場合だ
けです。（通常、巣から離れて飛んでいるハチは人を刺しません。）また、ミツバチ以外のハチの巣は、1 年限りの使用
で冬にはいなくなり、翌年ハチが再びその巣を使うことはありません。もし、巣の出来た場所が生活に支障が無く、
ハチを刺激する可能性が低い所であれば、そっとしておいてあげましょう。

●スズメバチの巣を見つけたら（刺されないために）●

●もし刺されてしまったら●
1. 巣の近くで刺されたときは速やかに巣から離れる。
2. 刺されたところを指で強くつまんで傷口から毒液をしぼり出し
　ながら、大量の水でよく洗い流して患部を冷水か氷で冷やす。
　（毒液は水溶性なので水で流すと毒を薄める効果があります。）
3. 患部に抗ヒスタミン軟膏（虫刺されの薬など）を塗る。
　※アンモニアはハチの毒には効果がありません。
4. 速やかに医師の診察を受ける。
　気分が悪くなるなどアレルギー症状（アナフィラキシーショック）が出たときは

直ちに医療機関で治療を受けることが必要です。ハチ毒アレルギー体質の場合
死に至ることがあります。

 　１回目にハチに刺されて症状が出なくても複数回刺されるとアレルギー反応 ( 数
分から３０分以内 ) が起きるため速やかな処置が必要です。

生活に支障がある場所にできた巣は、
早期防除、早期駆除が重要
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問　

来
秀
地
区
で
の
火
災
を

踏
ま
え
、
火
災
時
に
お
け
る

水
利
確
保
の
考
え
方
は
。

　

現
場
に
近
い
水
利
か
ら

取
水
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
消
防
車
両
が
１
か
所
に

集
中
し
な
い
よ
う
、
無
線
等
で

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
消
火

活
動
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、

豊
富
な
水
量
を
有
す
る
自
然
水

利
は
有
効
で
あ
り
、
重
要
性
を

再
確
認
し
て
お
り
、
今
後
、
河

川
等
か
ら
の
取
水
に
よ
る
中
継

訓
練
等
を
実
施
す
る
予
定
。

問　

河
川
へ
の
吸
管
投
入
の

階
段
や
可
搬
ポ
ン
プ
が
降
ろ

せ
る
場
所
を
設
け
る
考
え
は
。

　

必
要
に
応
じ
て
県
と
協

議
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

誰
も
が
分
か
る
自
然
水

利
看
板
を
設
置
す
る
考
え
は
。

　

水
利
の
明
示
は
円
滑
な

消
火
活
動
を
行
う
上
で
有
効
か

つ
効
果
的
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
取
水
可
能
な
箇
所
に
つ

い
て
は
情
報
共
有
し
、
設
置
箇

所
や
必
要
性
等
も
含
め
検
討
す

る
。空家

対
策
に
つ
い
て

　
　

鴨
川
市
空
家
等
対
策
計

画
の
内
容
及
び
実
施
事
項
は
。

　

本
計
画
は
、
空
家
等
の

発
生
抑
制
、
空
家
等
の
適
切
な

管
理
、
空
家
等
の
利
活
用
の
促

進
、
管
理
不
全
な
空
家
等
へ
の

対
応
、
推
進
体
制
の
整
備
の
５

つ
の
基
本
方
針
を
定
め
て
い
る
。

　

所
有
者
不
明
や
相
続
人
不
存

在
の
空
家
等
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
略
式
代
執
行
や
、
財
産

管
理
人
制
度
の
活
用
を
検
討
す

る
。

　

今
後
は
特
定
空
家
等
の
判
断

基
準
の
策
定
作
業
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
計
画
に
基
づ
き
、

審
議
会
の
意
見
を
頂
き
な
が
ら

具
体
的
な
対
策
を
進
め
、
安

全
・
安
心

な
地
域
づ

く
り
に
取

り
組
む
。

問

火災発生時の消防水利の確保を含む総合的な対応は
市民の生命、財産をしっかりと守る

火
災
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

明政会
松井寛徳 議員

一般質問
録画放映

問　
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ポ
ー
ツ
鴨

川
」
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

　

以
下
の
4
点
で
あ
る
。　

①　

市
外
か
ら
の
誘
客
を
促

し
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
や
サ
イ
ク

ル
ツ
ア
ー
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ツ
ア
ー
な
ど
で
地
域
へ
の
経

済
波
及
を
図
る
。

②　

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
向
け
の

放
課
後
マ
ル
チ
ス
ポ
ー
ツ
教

室
や
、
認
定
こ
ど
も
園
で
の

運
動
教
室
等
の
開
催
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

の
連
携
に
よ
り
、
基
本
的
な

運
動
動
作
の
習
得
、
体
力
の

維
持
向
上
を
図
る
。

③　

シ
ニ
ア
世
代
向
け
の

ウ
ェ
ル
ｋ
ａ
ｍ
ｏ
教
室
や
ス

ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の

実
施
に
よ
り
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
や
健
康
の
増
進
、
長

期
的
に
は
、
健
康
寿
命
の
延

伸
や
医
療
費
の
抑
制
を
図
る
。

④　

総
合
運
動
施
設
、
小
湊

さ
と
う
み
学
校
、
宿
泊
施
設

お
よ
び
医
療
施
設
が
整
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
オ
リ
・
パ

ラ
事
前
キ
ャ
ン
プ
受
入
れ
を

通
じ
て
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
生
か
し
、
大
会
合
宿
等
の

誘
致
を
図
る
。

問　
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ポ
ー
ツ

鴨
川
」
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

　

委
ね
た
ほ
う
が
効
果
的

な
事
業
は
、
必
要
な
事
業
費
を

確
保
し
た
上
で
の
委
託
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用
、

オ
ル
カ
鴨
川
Ｆ
Ｃ
や
市
内
医

療
施
設
、
大
学
等
の
人
材
と
の

連
携
、
組
織
経
営
の
安
定
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
国
、
県
等
か

ら
の
情
報
提
供
や
サ
ポ
ー
ト

等
と
と
も
に
、
活
動
拠
点
の

確
保
な
ど
も
含
め
、
検
討
す
る
。

「ウェルネスポーツ鴨川」の今後について
「ウェルネスシティ」を目指す鴨川市に必要な施策

かもがわ倶楽部
秋山貢輔 議員

一般質問
録画放映

特定空家のイメージ写真特定空家のイメージ写真

ウェル kamo 教室の様子ウェル kamo 教室の様子
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問　

長
狭
地
域
で
行
っ
て
い

る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
市

内
全
域
に
広
げ
て
ほ
し
い
。

　

チ
ョ
イ
ソ
コ
鴨
川
を
市

内
全
域
へ
拡
大
す
る
こ
と
は
困

難
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
も
選

択
肢
の
一
つ
。
公
共
交
通
会
議

の
中
で
検
討
す
る
。　

国
保
税
に
つ
い
て

問　
国
保
世
帯
件
数
は
。

　

５
３
５
０
世
帯
７
７
７

２
人
。

問　

ど
れ
く
ら
い
滞
納
す
る

と
資
格
証
に
す
る
の
か
。

　

納
期
限
か
ら
1
年
以
上

経
過
し
た
滞
納
が
あ
り
、
特
別

な
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
な

い
滞
納
者
に
対
し
て
は
被
保
険

者
証
の
返
還
を
求
め
る
。

問　

資
格
交
付
者
が
具
合
が

悪
く
な
り
、
救
急
車
で
運
ば

れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
っ

た
か
。

　
　

そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
把

握
し
て
い
な
い
が
、
資
格
証
が

交
付
さ
れ
た
方
か
ら
救
急
車
で

運
ば
れ
手
術
の
必
要
が
生
じ
た

事
例
に
は
、
短
期
保
険
証
を
交

付
し
た
こ
と
は
あ
る
。

学
校
給
食
費
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
1
人
か
ら
無
料

に
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

学
校
給
食
の
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の

経
済
的
負
担
軽
減
に
資
す
る
取

り
組
み
で
あ
る
。
県
の
方
針
に

歩
調
を
合
わ
せ
て
の
対
応
を
検

討
す
る
。
ま
さ
に
国
策
、
県
策
。

子
供
は
地
域
の
宝
で
あ
り
、
十

分
に
注
意
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。

仮称「森林保全・活用委員会」の設置を提案する
森林整備を進め、森林環境譲与税の利活用に設置を検討する

問　

山
林
の
現
状
と
森
林
環

境
譲
与
税
の
交
付
額
等
は
。

　

本
市
の
森
林
面
積
は
１
万

１
９
０
０
ｈａ
で
約
62
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
、
所
有
者
等
不
明
な

森
林
の
増
加
や
、
担
い
手
不
足

な
ど
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
。
交
付
額
は
元
年
度
か
ら

３
年
度
の
合
計
で
３
５
３
８
万

円
、
基
金
積
立
額
は
２
０
３
６

万
円
と
な
っ
て
い
る
。　
　

問　

交
付
金
の
活
用
計
画
・

森
林
保
護
等
の
対
策
は
。

　
ナ
ラ
枯
れ
の
伐
採
等
や
令

和
２
年
12
月
に
策
定
の
市
森
林

環
境
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き

森
林
整
備
を
行
う
。

非
農
家
の
農
地
取
得
つ
い
て

問　

非
農
家
の
農
地
取
得
の

現
状
と
下
限
面
積
は
。

　

農
地
法
第
３
条
に
基
づ
く

農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
。

下
限
面
積
は
、
地
区
ご
と
に
20

ａ
か
ら
50ａ
と
定
め
て
い
る
。

問　

市
内
で
空
き
家
な
ど
に

付
属
し
た
農
地
の
売
買
が
出

来
な
い
な
ど
困
っ
て
い
る
が
。

　

移
住
促
進
な
ど
市
の
取
り

組
み
を
考
慮
し
、
農
業
委
員
会

総
会
で
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て
、

協
議
を
続
け
る
。

公
共
交
通
支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て　

問　

市
の
公
共
交
通
全
般
の

現
状
は
。

　

自
家
用
車
普
及
、
高
齢

化
進
行
、
人
口
減
少
等
に
よ
り
、

利
用
者
の
減
少
傾
向
が
続
き
、

赤
字
額
の
拡
大
等
で
そ
の
維
持

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

問　

公
共
交
通
の
今
後
の
見

通
し
は
。

　

現
状
の
運
行
形
態
の
見

直
し
、
短
縮
と
そ
の
代
替
手
段

と
し
て
タ
ク
シ
ー
の
有
効
活
用

に
よ
る
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
の

導
入
等

を
協
議

し
て
い

く
。

学校給食費 子ども１人から無料に
県の方針に合わせて加えて検討する

公明党
福原三枝子 議員

一般質問
録画放映

日本共産党
藤本省幸 議員

一般質問
録画放映

森
林
の
保
護
・
保
全
・
活
用

に
つ
い
て

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

長狭地区を対象に長狭地区を対象に
運行している「チョイソコ」運行している「チョイソコ」

鴨川市の学校給食鴨川市の学校給食
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問　

当
該
事
業
に
関
す
る
地

元
に
つ
い
て
、
市
で
は
ど
の

範
囲
と
捉
え
て
い
る
か
。

　

規
模
が
大
き
く
、
広
範

囲
に
及
ぶ
様
々
な
影
響
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、
市
内
の
よ
り
広

い
範
囲
を
対
象
と
し
て
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
今
後
、
新
た
な

施
工
業
者
が
当
該
事
業
に
参
加

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
際
に

は
、
佐
藤
議
員
か
ら
の
ご
指
摘

等
も
踏
ま
え
、
協
定
を
踏
ま
え

た
協
議
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

林
地
開
発
許
可
の
留
意
事
項
を

踏
ま
え
た
関
係
団
体
へ
の
意
見

聴
取
に
加
え
、
よ
り
広
く
、
市

民
の
皆
様
へ
の
周
知
が
な
さ
れ

る
よ
う
、
説
明
会
の
実
施
を
要

請
し
て
い
く
。

残
土
の
大
量
持
込
に
つ
い
て

問　

嶺
岡
林
道
へ
の
残
土
の

大
量
持
込
み
の
状
況
は
。

　
　

土
量
は
、
１
日
当
た
り
10

ト
ン
ダ
ン
プ
10
台
程
度
の
搬
入

を
２
週
間
ほ
ど
行
っ
た
と
の
こ

と
。
目
視
の
範
囲
で
産
業
廃
棄

物
等
の
持
込
み
や
混
入
は
な

か
っ
た
。

市
民
公
共
交
通
に
つ
い
て

提
言　

市
内
全
域
に
お
い
て

公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
の

た
め
に
、
先
進
事
例
で
あ
る
福

祉
ム
ー
バ
ー
等
も
参
考
に
、
地

域
特
性
に
応
じ
た
持
続
可
能
な

輸
送
手
段
の
導
入
や
、
民
間
事

業
者
が
移
動
販
売
事
業
、
買
物

支
援
を
継
続
、
拡
大
で
き
る
よ

う
市
と
し
て
連
携
、
支
援
を
お

願
い
す
る
。

事業信託会社は協定書の条件を満たしているのか
当該事業信託会社は協定書の条件を満たしてはない

問　

鴨
川
小
学
校
、
鴨
川
認

定
こ
ど
も
園
は
、
築
50
年
を

過
ぎ
、
小
学
校
は
屋
上
か
ら

雨
ど
い
が
朽
ち
て
サ
ビ
落
ち
、

数
年
前
に
は
、
何
百
キ
ロ
も

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
Ｐ
Ｃ
パ

ネ
ル
塀
が
屋
上
か
ら
校
舎
中

庭
へ
と
落
下
す
る
な
ど
、
危

険
校
舎
で
あ
る
こ
と
に
間
違

い
は
な
い
。
認
定
こ
ど
も
園

も
老
朽
化
が
激
し
く
、
２
０

１
９
年
の
台
風
の
際
、
園
の

各
所
が
大
き
な
被
害
を
受
け

た
。
学
校
施
設
の
老
朽
化
に

つ
い
て
教
育
委
員
会
は
ど
の

よ
う
な
施
策
を
講
じ
る
の
か
。

　

令
和
４
年
度
は
、
鴨
川

小
学
校
校
舎
２
階
・
３
階
テ
ラ

ス
Ｐ
Ｃ
パ
ネ
ル
塀
落
下
防
止
工

事
、
東
条
小
学
校
・
長
狭
中
学

校
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

学
校
の
適
正
配
置
に
は
、

ま
ず
は
、
地
域
の
方
々
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
の
声
を
広
く

取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
。

　

現
在
、
学
校
・
保
護
者
・

地
域
の
方
々
・
各
関
係
団
体
等

を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
委
員
会
組

織
の
立
ち
上
げ
を
検
討
し
て
い

る
。こど

も
家
庭
庁
設
置
に
伴
う

本
市
の
取
組
に
つ
い
て

問　

ど
う
い
う
形
で
、
子
ど

も
・
子
育
て
事
業
を
展
開
し

て
い
く
の
か
。

　

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
妊
娠
・
出
産
・
産

後
・
養
育
・
育
児
に
お
け
る
支

援
を
行
い
、
児
童
虐
待
や
子
ど

も
の
貧
困
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

な
ど
の
諸
問
題
も
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
十
分
活
用
し
効
果
的
に

対
応
し
て
い
く
。

学校施設の今後について、どのような施策を講じるのか
安全で教育効果の高い適正配置について検討する

一般質問
録画放映

学
校
施
設
の
今
後
に
つ
い
て

無所属
佐藤和幸 議員

一般質問
録画放映

無所属
本吉正和 議員

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
に
つ

い
て

残土の大量持込がされた現場（嶺岡林道）残土の大量持込がされた現場（嶺岡林道）

築 50 年を経過した鴨川小学校校舎築 50 年を経過した鴨川小学校校舎
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問　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
法

定
化
に
伴
う
新
た
な
「
地
域

計
画
」
は
、
既
に
プ
ラ
ン
を

作
成
し
た
地
域
や
集
落
等
を

含
め
た
本
市
全
域
が
策
定
対

象
と
な
る
の
か
。

　

1
筆
毎
の
農
地
等
情
報

を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
市
域
す
べ
て
が
対
象

と
見
込
ま
れ
る
。

問　

改
正
法
を
補
完
す
る
政

省
令
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
地
域
で
対
処
す
べ
き
具

体
的
な
活
動
や
事
務
等
は
。

　

地
域
計
画
の
策
定
マ
ニ

ュ
ア
ル
等
が
示
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
実
質
的
な
活
動
や
具
体

的
な
事
務
等
は
、
い
ま
暫
く
留

保
い
た
だ
き
た
い
。

問　

令
和
5
年
4
月
の
改

正
法
施
行
後
、
2
年
余
で
の

計
画
策
定
が
求
め
ら
れ
る
が
、

膨
大
な
事
務
を
処
理
す
る
た

め
の
行
政
側
の
推
進
体
制
は
。

　
　

必
要
な
事
務
執
行
に
支
障

の
無
い
よ
う
、
専
任
ス
タ
ッ
フ

や
専
任
組
織
の
確
保
も
含
め
、

適
正
な
人
員
を
配
置
し
て
行
き

た
い
。

問　

サ
ル
に
よ
る
農
作
物
や

住
居
等
へ
の
被
害
対
策
に
つ

い
て
、
ま
さ
に
遅
れ
て
い
る

の
は
公
助
の
取
り
組
み
で
は

な
い
か
。
具
体
的
か
つ
実
効

性
の
高
い
新
た
な
対
策
の
実

施
に
つ
い
て
伺
う
。

　

大
型
花
火
や
エ
ア
ガ
ン

を
使
っ
た
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る

追
い
払
い
、
山
林
や
藪
の
伐
開

に
よ
る
移
動
経
路
や
隠
れ
場
所

を
取
り
除
く
な
ど
の
環
境
整
備

の
ほ
か
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
装
着
し
た

サ
ル
の
生
態
や
群
れ
の
行
動
範

囲
の
把
握
に
よ
る
捕
獲
、
餌
付

け
型
で
な
い
囲
い
罠
の
設
置
な

ど
、
専
門
家
の
ご
意
見
を
聞
き

な
が
ら
実
施
し
て
行
き
た
い
。

法定「地域計画」は、本市全域が策定対象となるのか
農地情報のデジタル化など、市域すべてが対象となる

問　

９
月
か
ら
の
ご
み
の
収

集
先
と
、
そ
の
処
理
は
。

　

ご
み
は
、
全
て
中
継
施

設
で
受
け
付
け
る
。
可
燃
ご
み

は
市
外
処
理
事
業
者
へ
搬
出
し
、

資
源
ご
み
は
売
却
す
る
。
破
砕

が
必
要
な
ご
み
は
清
掃
セ
ン
タ

ー
で
処
理
し
、
中
継
施
設
へ
再

搬
入
す
る
。

問　

破
砕
の
た
め
に
新
施
設

と
現
施
設
を
往
復
す
る
の
は

経
費
が
か
か
る
が
。

　

効
率
的
に
運
営
す
る
た

め
に
、
適
切
な
人
員
配
置
と
運

用
に
努
め
る
。

問　

現
在
の
破
砕
施
設
の
建

設
や
経
費
、
処
理
量
は
。

　

平
成
22
年
か
ら
稼
働
、

合
併
特
例
債
を
用
い
１
億
６
３

８
０
万
円
で
建
設
し
た
。
処
理

実
績
は
平
均
日
量
４
・
２
ト
ン
。

昨
年
度
の
経
費
は
、
電
気
使
用

料
と
人
件
費
で
約
２
７
０
０
万

円
。

　
　

同
一
場
所
で
破
砕
業
務

を
行
う
方
が
よ
い
の
で
は
。

　
　

い
ず
れ
は
移
設
か
、
新
設

置
の
必
要
が
あ
る
。
補
助
金
は

循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金

が
あ
る
。

問　

国
県
の
動
静
を
注
視
し
、

機
会
を
逃
さ
ず
実
行
を
。
ご

み
の
削
減
対
策
は
。

　

既
存
の
取
組
を
改
め
て

啓
発
し
徹
底
す
る
。

問　

本
市
に
は
環
境
審
議
会

が
あ
る
が
、
テ
ー
マ
を
特
化

さ
せ
て
、
ご
み
の
削
減
に
つ

い
て
協
議
す
る
市
民
ら
の
組

織
を
設
け
て
は
。

　

よ
り
広
く
意
見
を
伺
う

機
会
を
設
け
た
い
。

問

9月1日以降、ごみの収集、持ち込み先は
全てのごみは中継施設で受け付ける

かもがわ倶楽部
庄司朋代 議員

一般質問
録画放映

無所属
杉田　至 議員

一般質問
録画放映

空から見た中継施設の全景

5 年後 10 年後の農地は
誰が守るのか
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問　

地
域
に
お
け
る
公
共
交

通
の
確
保
維
持
が
、
鴨
川
市

の
重
要
課
題
と
な
っ
て
か
ら

長
い
年
月
が
経
過
し
た
が
一

向
に
対
策
が
進
ま
な
い
。
今

後
の
公
共
交
通
関
係
施
策
や

新
た
な
地
域
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
情
報
提
供
の
充
実
や
、

利
用
に
向
け
た
意
識
啓
発
を
図

り
、
市
民
皆
様
に
維
持
す
る
意

識
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
よ
う

取
り
組
む
。

野
生
獣
対
策
に
つ
い
て

問　

平
成
30
年
第
２
回
定

例
会
で
野
生
獣
の
人
的
被
害

が
非
常
に
多
く
な
っ
て
お
り
、

対
策
強
化
を
提
案
し
た
。
当

市
学
校
施
設
に
野
生
獣
等
が

侵
入
し
た
と
き
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

　

千
葉
県
イ
ノ
シ
シ
等
市

街
地
出
没
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

策
定
の
通
知
を
受
け
、
平
成
30

年
６
月
に
各
小
中
学
校
に
周
知

し
、
令
和
２
年
８
月
に
は
、
対

応
方
針
や
連
絡
体
制
、
各
関
係

機
関
の
役
割
分
担
等
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
考
え
を
示
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

い
て

問　

以
前
の
質
問
で
有
害
鳥

獣
駆
除
や
森
林
整
備
に
つ
い

て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
の
活
用
を
提
案
し
、
検
討

す
る
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
制

度
活
用
を
今
後
、
考
え
て
い

る
の
か
を
再
度
伺
う
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
特
化

し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
つ
い
て
、
地
元
猟
友
会
と
連

携
し
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
技
術

な
ど
の
専
門
性
を
有
す
事
か
ら

千
葉
県
森
林
組
合
等
と
連
携
し

て
検
討
す
る
。

東京オリンピック・パラリンピックの総括は
誘致活動を通じて培ったネットワークを今後に活用

今後、地域おこし協力隊制度活用の方向性を伺う
有害鳥獣対策や森林整備など、積極的に活用を図る

自由民主至誠会
佐久間章 議員

自由民主至誠会
川股盛二 議員

一般質問
録画放映

問　

誘
致
活
動
の
取
組
と
要

し
た
費
用
、
五
輪
レ
ガ
シ
ー
は
。

　

平
成
26
年
７
月
に
東
京

オ
リ
パ
ラ
鴨
川
市
対
策
推
進
本

部
を
設
置
し
、
国
内
外
の
競
技

団
体
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
誘
致
を

進
め
て
き
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
や
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

日
本
代
表
の
強
化
合
宿
、
オ
ラ

ン
ダ
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の

事
前
合
宿
に
成
功
し
た
。

　

誘
致
活
動
や
事
前
キ
ャ
ン
プ

に
要
し
た
費
用
は
、
８
年
間
で

４
４
０
０
万
円
余
り
だ
が
、
相

応
の
経
済
効
果
と
、
キ
ャ
ン
プ

地
鴨
川
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

貢
献
で
き
た
。

　

誘
致
活
動
で
培
っ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
経
験
は
五
輪
レ
ガ

シ
ー
に
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
と
子

供
た
ち
の
交
流
も
企
画
し
た
い
。

嶺
岡
乳
牛
研
究
所
移
転
問

題
つ
い
て

問　

千
葉
県
は
、
老
朽
化
し

た
嶺
岡
乳
牛
研
究
所
を
八
街

市
へ
の
移
転
案
を
示
し
た
が
、

本
市
の
考
え
方
と
対
応
は
。

　

嶺
岡
乳
牛
研
究
所
は
、

明
治
44
年
に
開
所
し
た
歴
史
あ

る
施
設
で
、
酪
農
指
導
の
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
地
域
酪
農
業
の
振
興
に
は
、

無
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
と
認

識
し
て
い
る
。

　

令
和
４
年
５
月
13
日
に
安
房

３
市
１
町
の
首
長
の
連
名
で
嶺

岡
乳
牛
研
究
所
存
続
の
要
望
書

を
千
葉
県
知
事
宛
に
提
出
し
た
。

　

今
後
も
３
市
１
町
、
関
係
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
存
続
に
向

け
対
応
し
て
い
く
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

２
０
２
０
東
京
大
会
に
向
け

て
各
種
競
技
団
体
の
合
宿
誘

致
活
動
を
行
っ
た
。

一般質問
録画放映オランダ女子サッカーの事前合宿の様子

「チョイソコ」を利用する高齢者
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問　

本
市
の
観
光
・
商
工
業

の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

　

人
流
抑
制
に
よ
り
団
体

旅
行
が
控
え
ら
れ
、
観
光
入
込

み
客
数
や
宿
泊
客
数
が
令
和
元

年
と
令
和
２
年
を
比
較
し
て
、

共
に
29
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
。

問　

そ
の
際
の
対
策
や
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

　

持
続
化
給
付
金
や
雇
用

調
整
助
成
金
等
の
企
業
支
援
を

は
じ
め
、
地
域
内
消
費
喚
起
の

商
品
券
事
業
等
の
実
施
や
旅
行

需
要
喚
起
の
観
光
誘
客
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施
。

　

今
後
も
中
小
企
業
の
経
営
支

援
継
続
の
補
正
予
算
を
計
上
。

観
光
ニ
ー
ズ
も
コ
ロ
ナ
禍
で
旅

行
の
形
態
も
多
様
化
し
て
「
よ

り
質
の
高
い
旅
行
を
選
択
す
る

傾
向
」
も
見
え
、
引
き
続
き
関

係
団
体
と
的
確
に
捉
え
連
携
し

て
い
き
た
い
。

問　

本
市
の
農
業
・
漁
業
の

影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

給
食
や
業
務
用
の
需
要
減

少
に
伴
い
生
乳
余
り
や
、
米
の

価
格
も
令
和
２
年
と
令
和
３
年

を
比
較
し
て
30
パ
ー
セ
ン
ト
下

落
と
な
っ
た
。

　

漁
業
も
金
目
鯛
な
ど
高
級
魚

の
市
場
価
格
が
下
落
し
た
。

問　

そ
の
際
の
対
策
や
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

　

市
農
林
漁
業
一
時
支
援

金
制
度
で
10
万
円
の
交
付
。

　

今
後
も
農
林
業
と
漁
業
臨
時

支
援
金
に
、
畜
産
業
へ
の
飼
料

高
騰
緊
急
支
援
金
を
補
正
予
算

対
応
す
る
。
ま
た
、
力
強
く
復

興
す
る
た
め
農
商
工
連
携
に
よ

る
ブ
ラ
ン
ド
化
や
新
商
品
開
発

も
推
進
す
る
。

横浜公園かながわ MIRAI ストリートで行われた
観光キャンペーン

コロナ禍における本市の経済的な影響と今後の対応は
元の生活ができるよう補正予算等含め支援を継続する

無所属
入江裕一 議員

一般質問
録画放映

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う議会の対応
議会の傍聴の自粛にご協力いただきありがとうございます
　市議会では、現在、感染リスクを下げるため、会議開催時に
マスク着用や手指消毒、換気などの対応を徹底していますが、
傍聴にお越しいただく皆さまの健康を守る観点から、同様の
ご協力をお願いしています。
　なお、本会議の審議の様子は、ご自宅のパソコンなどで視
聴いただけますので、そちらのご活用をお願いします。

次の定例会は
9月2日㈮
開会予定です

過去の会議録は、市議会ホームページ
や図書館、公民館でご覧ください。

令和４年第２回（6月）定例会の会議
録は、9月中旬ごろ掲載予定です。

FAX
電話　04-7093-7825
　04-7093-7848

お問合せは議会事務局まで。

議員の任期は４年、
令和8年5月31日まで。

年４回（３月、６月、９月、１２月）開かれる定例会と、
必要に応じて開かれる臨時会があります。

本会議本会議

議案や陳情などを専門的に審査します。（委員会の構成は、Ｐ4をご覧ください。）

委員会委員会

市ホームページ

も見てね！

「子どものための
　　市議会ガイド」
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定  例  会  議  案  等  議  決  結  果
【市長提出議案】

議案番号 件　     　　　　名 付 託 先
委 員 会

委 員 会 の　
審 査 結 果

本 会 議 の
議 決 結 果

議案第 19 号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度鴨川市一般会計補正予算（第
13 号）） 付託省略 承 認

全 会 一 致

議案第 20 号 専決処分の承認を求めることについて（鴨川オーシャンパークの指定管理者の
指定） 付託省略 承 認

全 会 一 致

議案第 21 号 専決処分の承認を求めることについて（鴨川市税条例の一部を改正する条例） 付託省略 承 認
全 会 一 致

議案第 22 号 専決処分の承認を求めることについて（鴨川市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例） 付託省略 承 認

全 会 一 致

議案第 23 号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度鴨川市一般会計補正予算（第
１号）） 付託省略 承 認

全 会 一 致

議案第 24 号 鴨川市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総　務 可　決 可 決
全 会 一 致

議案第 25 号 鴨川市税条例等の一部を改正する条例の制定について 総　務 可　決 可 決
全 会 一 致

議案第 26 号 鴨川市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 総　務 可　決 可 決

全 会 一 致

議案第 27 号 令和４年度鴨川市一般会計補正予算（第２号） 予　算 可　決 可 決
全 会 一 致

議案第 28 号 鴨川市監査委員の選任につき同意を求めることについて 付託省略 同 意
全 会 一 致

※専決処分……�地方公共団体の議会の権限に属する事項を所定の要件の下で、その地方公共団体の長が議会の議決を経ることなく意思決定すること。
　（地方自治法第 179条）

【議員提出議案】

発議案番号 件　     　　　　名 付 託 先
委 員 会

委 員 会 の
審 査 結 果

本 会 議 の
議 決 結 果

発議案第１号 道路問題調査特別委員会の設置について 付託省略 可 決 
全 会 一 致

発議案第２号 広域行政調査特別委員会の設置について 付託省略 可 決 
全 会 一 致

発議案第３号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について 付託省略 可 決 
全 会 一 致

発議案第４号 国における 2023 年度教育予算拡充に関する意見書について 付託省略 可 決 
全 会 一 致

【陳　情】

陳情番号 件　     　　　　名 付 託 先
委 員 会

委 員 会 の
審 査 結 果

本 会 議 の
議 決 結 果

陳情第１号 オオスズメバチ駆除費用の補助制度等の制定に関する陳情 文教厚生 不採択 不 採 択
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　鴨川市は子供からお年寄りま
でみんなが住みやすい場所だと
思います。鴨川市にはたくさんの
魅力があります。
　まず鴨川市は、教育に力を入れ
ています。タブレットが全員に配
付されたことにより学習の幅が

広がり、オンライン学習やプレゼンなどもできるよう
になりました。また、医療環境も整っていて近くには
大きな病院もあります。ケガをしたり具合が悪くなっ
たりした時には、すぐに通うことができます。休日に
は、県外からたくさんの旅行客がやってくるのも鴨川
市が魅力ある証拠だと思います。
　将来私が大人になり、仕事をするようになったとき
には、この魅力がたくさんある鴨川市をさらにより良
くできるような仕事で、関わっていきたいと思ってい
ます。

安房東中学校３年
鎌田　葵衣さん

みんなが
住みやすい鴨川

　このコーナーでは、市内の中学生の日ごろ感じている
ことや将来の夢などを紹介します。鴨川市議会は、そう
いった思いを後押ししていきます。

25

　選挙を経て、市民の皆様の負託を受けた新たな顔ぶれの市議会がスタートしました。18人中女性は4人
となり、女性比率が 20パーセントを超えました。
　「初めて議案書を見たとき『専決処分』という言葉の意味が解りませんでした」新人議員の意見にハッと
しました。議会だよりは、市民目線で読みやすい紙面づくりを心がけ、議会や行政用語についても掲載して
いきます。
　どうぞ、ご感想やご意見をお寄せ下さいますよう宜しくお願いいたします。　　（議会報編集委員会一同）

　鴨川中学校は、コロナ対策をし
ながらも徐々に活気を取り戻し
てきています。先日行われた体育
祭では、二年ぶりに保護者の方々
が観に来られるようになったり、
部活動や委員会活動などで他学
年の生徒とコミュニケーション

をとったりする機会が増えました。
　私が入学してからの二年間は、多くの制限があり、
思うような学校生活ができなかったため、少しずつで
きることが増えてきて、楽しみも増えています。
　まだまだ多くの制限がありますが、その中でできる
こと、そして、やらせてもらえることに感謝の気持ち
を忘れずにより活気のある学校を創っていきたいで
す。

鴨川中学校３年
小松　琉奈さん

楽しみが増えた
学校生活

　令和４年７月 30 日（土）の早朝、前日に行われた「鴨川市納涼花火 鴨川大会」
の実行委員会の皆様と市議会も一緒になって海岸清掃及び会場周辺のごみ拾い等
を行いました。
　実行委員会の皆様、夏の一大イベントの準備から片付けまで、お疲れ様でした。


